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英語

 アタッチメントは、発達心理学における基礎概念の一つであ
る。本問では、アタッチメント・スタイルとその形成過程のほ
か、アタッチメントと所有物との関係を明らかにするための研究
内容を示す英文を提示する。これにより、発達心理学及び心理学
研究法の知識に基づきこれらを正確に訳出することができるの
か、また、研究の手順を論理的に誤りなく説明できるかを確認す
る。
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＜解答例＞

問１ 以下の表は、下線部①～④に記載されている各愛着スタイルとその形成に影響す

る養育者の養育態度をまとめた表である。本文に従い、（１）から（４）に当てはまる事

項を解答欄に記載しなさい。

下線部 愛着スタイル 形成に影響する養育者の養育態度

① （１）
確実にそばにいて、欲求を誠実に満たしてくれる

と感じられる養育態度

② 回避型 （２）

③ （３） 欲求への対応に一貫性がないと感じる養育態度

④ 恐れ／回避型 （４）

（１）

安定型

（２）

必要なときに突き放す養育態度

（３）

不安型

（４）

何らかの方法で傷付けられたと感じられる 幼少期早期（初期の子どもの頃）の養

育態度

問２ 下線部⑤を日本語に訳しなさい。

こうした初期の研究を参考にする(drawの訳)ことにより、研究者たちは、近年さま

ざまな愛着スタイルが、（我々の）所有物への愛（執心、愛着）に果たす役割を明らか

にし始めている。

問３ 下線部⑥には、愛着と所有物との関連を明らかにするために行われた２つのグル

ープを比較した実験の結果が記載されている。どのような結果が報告されたのかを説明

しなさい。

事前に親友や恋人に対する不信感について考えるように言われた第１グループの人

だけが、他者を頼ることへのより強い不安を感じ、物への強い愛着を示したことを報

告した。

問４ 下線部⑦の質問に対し科学者たち指摘していることを本文に従って記載しなさ

い。

これらの物は完全に信用でき、常に存在し、自分の統制下にあること。




